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デジタル田園都市国家構想総合戦略の全体像（Ｒ4.12.23閣議決定）

地方公共団体は、新たな状況下で目指すべき地域像を再構築し、
地方版総合戦略を改訂し、具体的な取組を推進する

①地方に仕事をつくる
②人の流れをつくる
③結婚・出産・子育ての希望をかなえる
④魅力的な地域をつくる

①デジタルインフラの整備
②マイナンバーカードの普及促進・利活用拡大
③データ連携基盤の構築
④ICTの活用による持続可能性と利便性の高い
公共交通ネットワークの整備
⑤エネルギーインフラのデジタル化

①デジタル人材育成プラットフォームの構築
②職業訓練のデジタル分野の重点化
③高等教育機関等におけるデジタル人材の育成
④デジタル人材の地域の還流促進
⑤女性デジタル人材の育成確保

（１）デジタルの力を活用した地方の社会課題解決 （２）デジタル基盤整備

（３）デジタル人材の育成・確保

 （１）は現在の総合戦略の方針とほぼ同じ、（２）～（４）は氷見市ＤＸ推進ビジョンの内容と共通
⇒現在の総合戦略の内容をベースに氷見市ＤＸ推進ビジョンの方針を組合わせたものが基本路線

①デジタル推進員の展開
②デジタル共生社会の実現
③経済的事業等に基づくデジタルデバイドの是正
④利用者視点でのサービスデザイン体制の確立
⑤「誰一人取り残されない」社会の実現に資する
活動の周知・横展開

（１）のためにも
（２）～（４）を進める （４）誰一人取り残されないための取組

資料１
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Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１ Ｒ１２ Ｒ１３
第２期まち・ひと・しご
と創生総合戦略（国）

デジタル田園都市国家
構想総合戦略（国）

第9次氷見市総合計画

氷見市ＤＸ推進ビジョン
（実施計画）

第2期氷見市まち・ひと・
しごと創生総合戦略

氷見市デジタル田園都市
国家構想総合戦略（仮）

Ｒ２～Ｒ６

前期Ｒ４～Ｒ８ 後期Ｒ９～Ｒ１３

Ｒ５～Ｒ９

 第９次総合計画で、総合戦略を重点事業として位置付けた。
 自治体の全体方針に関わるという点で総合戦略の役割が総合計画と類似してきており、
事務の効率化やわかりやすさのため、施策や事業の管理を一体化（統合）している自治体も多い。

Ｒ４～Ｒ８

R６～R８

Ｒ２～Ｒ６

「第９次氷見市総合計画」・「氷見市ＤＸ推進ビジョン」と考え方を合わせていく

デジタル田園都市国家構想に移行

目標を共通化し
取り組み内容を反映
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 国の第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略が、デジタル田園都市国家構想総合戦略
（令和４年１２月２３日閣議決定）に改訂されたこと等により、本市の第２期総合戦略
を改訂する。
なお、第２期総合戦略の名称、戦略の期間の変更は今回行わない。

 【主な改訂項目】
１ 基本的な考え方に「デジタル田園都市国家構想の実現のために」を追加
２ 各施策における具体的な取組の追加
３ 施策のＫＰＩの目標値等の修正（第９次氷見市総合計画の目標値と統一）


